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5 月 31 日、三者共催による第 9 回目の定例国会

行動は、国公労連の島袋慶三中央執行委員による司

会のもと、衆議院会館前には 200 人が参加しまし

た。前日の 30日には、原発推進法が参議院委員

会で採決され、当日午前の本会議で成立。健康保

険証廃止のマイナンバー法改定法案、入管法改悪

案、軍需産業支援法案など悪法を一斉に押し通す

動きが強まっていますが、時間が経過するほど世

論は広がっていきます。参加者は、強行採決を許

さず、声をあげ運動を広げて押し込んでいこうと、

新婦人の藤井住枝中央常任委員によるコールで国会にむけて大きく声をあげました。マイナンバー法案

の採決は許さないと座り込みや入管法廃案を訴える行動など、午前中から連日とりくまれてきており、

埼玉デー、神奈川デーの国会行動、東京土建による議員要請、また、行動終了後には各団体による署名

提出などの院内集会もとりくまれました。 

 

問題山積の保険証廃止法案、来年秋の実施阻止へ さらにたたかいを大きくしていこう！ 

 

悪法の廃案にむけて、最後の最後までがんばりぬく！ 

 

主催者を代表して挨拶をおこなった中央社保協の住江憲勇代表委員(保団連会長)

は「この間の国会運営は憲法が保障する平和主義、国民主権、基本的人権の尊重

をことごとく破壊するものであり、閣議決定により国会審議はまるで不要だとの

数々の悪法強行は基本的人権の蹂躙だ」と批判。自公政権とその補完勢力に大き

な鉄鎚をくだすたたかいが必要だと訴え「問題山積の保険証廃止法案、成立した

としても来年以降の実施までに国民世論を大きくひろげよう」とよびかけまし

た。 

 

～第 21１通常国会 安保破棄中実委･中央社保協･国民大運動 共催 5.31 定例国会行動～ 

 

国会情勢を報告した日本共産党国会議員団の吉良よし子参議院議員は、午前

の原発推進法成立を受けて「福島の事故はまだ終わっていない」と強く抗議。

「マイナンバー保険証廃止法案も予断は許さない状況だが、皆さんの声と運動

が委員会審議を動かしている」と述べ、「５年間で 43 兆円もの税金を軍拡につ

ぎ込む軍事大国化の道はぜったいに許さない。悪法の廃案にむけて、あきらめ

ずに最後の最後まで皆さんと一緒に頑張りぬく」と決意を述べました。 



 

 

 

 

 

 

拙速な保険証廃止法案のゴリ押しは、将来に大きな禍根を残す！ 

                                                        

最前線で頑張ってきた国立病院･JCHO の積立金を軍拡予算にまわすなど許されない！ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

東京土建の石村英明中央副執行委員長は、「マイナ保険証をめぐってはシス

テム機器による別人情報の表示など、わずか 1 年間に 7,300 件もの事故が

発生しており、自分の知らないうちに機微情報が他人の目にさらされてしま

う危険なシステムだ」と指摘。「登録間違いにより医療事故が起きたら、いの

ちの危険にさらされ、医療事故の多発にもつながりかねない。被保険者全員に

保険証発行の道を残すために、施行までのあと一年、マイナンバーの利活用拡

大をくいとめるたたかいを全力で強めていく」と決意を述べました。 

日本医労連の森田進書記長は、岸田政権の進める軍拡財源法案について、

国立病院や地域医療機能推進機構（JCHO）の積立金を国庫返納させて軍拡

財源に充てるとしていることを強く批判。「積立金は、コロナ禍のなかで最前

線で頑張り地域のいのちと医療を守り、老朽化した病院の建て替えや改修も

我慢して積み立ててきたものだ。職員の賃上げもできないなかで、看護師の

大量退職が続いている。こともあろうに軍拡予算にまわすなど、とんでもな

い！」と訴え、廃案に追い込むまで全力で頑張ると決意を述べました。 

採決が狙われるマイナンバー法改定案、午前の連合審査

会で質問に立った日本共産党の倉林明子参議院議員と、午

後からの特別委員会に出席する伊藤岳参議院議員が行動

にかけつけ、予断を許さない審議の状況を報告し「廃案に

むけて最後まで頑張る」と決意を述べました。 

写真左は、「全商連に寄せられたいのちとくらしを

守るための署名をぜひ、国会に届けてください」と、

吉良佳よし子参議院議員に署名を託す全商連の天野

晶さん。この後の院内集会で提出する原発推進政策

の撤回を求める署名も含め、55,935 人分の署名が

寄せられました。 

安保破棄中実委の林竜二郎事務局次長は「国

会の最終盤、数々の悪法が強行されようとして

いるが、地域や職場で声をあげて世論を広げ、

最後まであきらめずに声をあげていこう」と訴

え、今後の行動への参加をよびかけました。 

◆6 月 6 日(火)14:30～ いのちのとりでアクション大決起集会 衆院第 1 大会議室 

◆6 月 6 日(火)18:30～ 軍拡(防衛)財源確保特措法案廃案！6.6 緊急行動 毎週火曜日 

13 日(火)、20 日(火) 総がかり行動/全国市民アクション 

◆6 月 8 日(木)14:30～ 軍事費拡大でなく社会保障拡充を院内集会 衆院第 1 大会議室 

◆6 月 13 日(木)12:00～辺野古新基地建設を断念させる署名提出集会 参議院 101 

 

 

 

 

 


